
史
跡
富
田
城
跡
整
備
事
業

富
田
城
主
要
部
を
防
御
す
る
「
大お

お

ど

る

い

土
塁
」
が
出
現

市
の
大
型
事
業
に
つ
い
て
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
「
新
し
い
ま
ち
を
創
る
」
。

今
回
は
、
樹
木
の
伐
採
が
進
む
「
富
田
城
跡
整
備
事
業
」
と
今
年
度
末
の
完
成
に
向
け
整
備

が
進
む
「
安
来
庁
舎
周
辺
工
事
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

山
中
御
殿
を
守
る

「
大
土
塁
」
が
出
現

　

平
成
27

年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て

い
る
月
山
富
田
城
跡
で
は
昨
年
、
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

９
月
に
は
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
安
来

大
会
と
戦
国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
11

月
に
は
戦
国
ロ
マ
ン
ウ
オ
ー

ク
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
富
田
城

跡
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
の
イ
ベ
ン
ト
の
直
前
に
は
、

山
中
御
殿
に
つ
な
が
る
大だ

い
と
う
な
り

東
成
地
区

で
木
々
の
伐
採
が
行
わ
れ
「
大
土

塁
」
が
出
現
し
て
い
ま
す
。
長
さ
約

１
３
０
ｍ
、
幅
は
最
大
約
20
ｍ
、
高

さ
は
約
５
ｍ
に
も
な
る
富
田
城
最
大

の
土
塁
で
す
。
後
世
に
造
ら
れ
た
作

業
道
に
よ
っ
て
中
央
で
寸
断
さ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
の
大
土
塁
の
高
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
塁
と
は
、
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
土

砂
で
で
き
た
壁
の
こ
と
。
富
田
城
の

中
枢
で
あ
る
山
中
御
殿
を
守
る
た
め

の
防
御
施
設
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
等

高
線
を
見
る
と
、
両
側
に
谷
が
迫
っ

た
緩
や
か
な
丘
陵
上
（
標
高
は
約
75

ｍ
）
に
築
か
れ
、
守
り
の
要
と
し
て

重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま

す
。

　

発
掘
調
査
や
専
門
家
の
調
査
が
行

わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳
し
い
こ
と

シリーズ⑦

◀
大
東
成
地
区
の
大
土
塁
の
高
さ
は
５
ｍ
以
上
に
も
な

り
ま
す
。
切
り
通
し
は
後
世
に
造
ら
れ
た
も
の
。
奥
に

は
、
富
田
城
の
主
要
部
で
あ
る
山
中
御
殿
の
石
垣
、
そ

の
向
こ
う
に
は
山
頂
三
の
丸
の
石
垣
が
見
え
ま
す
。

▲馬乗馬場の石垣の保護の様子。
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は
不
明
で
す
。
し
か
し
、
石
垣
を
使
っ

た
築
城
技
術
が
発
達
す
る
前
は
、
土

塁
が
一
般
的
に
築
か
れ
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
尼
子
時
代
の
も
の
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
こ
に

築
か
れ
、
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
た

の
か
、
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

富
田
城
跡
整
備
事
業
で
は
今
後
、

山
中
御
殿
の
塩
谷
口
付
近
樹
木
の
伐

採
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
山

中
御
殿
東
側
の
高
さ
約
８
ｍ
の
石
垣

や
虎こ

ぐ

ち口
（
出
入
り
口
）
の
様
子
が
分

か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

安
来
庁
舎
周
辺
工
事

安
来
庁
舎
へ
の
出
入
り
が

３
方
向
に
な
り
ま
す

　

現
在
、
安
来
庁
舎
の
南
側
で
は
市

民
広
場
の
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

約
０
．
４
ha

の
土
地
に
防
災
研
修
棟

と
広
場
を
整
備
し
ま
す
。
震
災
時
の

一
時
的
な
避
難
場
所
と
な
る
こ
の
施

設
は
、
３
月
に
完
成
予
定
で
す
。

　

市
民
広
場
と
安
来
庁
舎
の
間
で

は
、
市
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
市
道
は
、
県
道
か
ら
木
戸

川
に
架
け
ら
れ
た
木
戸
川
下
橋
に
つ

な
が
り
ま
す
。
県
道
と
の
接
続
部

は
、
安
来
庁
舎
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
出

入
り
が
で
き
る
よ
う
幅
を
広
げ
て
い

ま
す
。
一
方
、
安
来
庁
舎
か
ら
県
道

へ
出
る
場
合
は
、
右
折
・
左
折
専
用

帯
を
設
け
て
い
る
の
で
、
以
前
に
比

べ
安
全
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

歩
道
部
分
は
カ
ラ
ー
舗
装
で
十
分

な
幅
を
確
保
。
人
と
車
両
と
が
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。

　

新
た
な
市
道
は
、
県
道
か
ら
安
来

庁
舎
ま
で
の
区
間
を
12

月
か
ら
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
、
ま

た
、
木
戸
川
下
橋
は
今
春
に
は
車
両

の
通
行
が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

◀山中御殿方面から見た大土塁。全

長は約 130 ｍ、幅は最大 20 ｍにな

ります。内側（山頂側）に比べ、外

側（ふもと側）がより高く築かれて

おり、外部からの進入を意識した造

りになっています。１km四方にも

およぶ富田城跡・城砦跡群の中でも

最大の規模を誇る土塁です。

◀安来庁舎から南側の市

民広場および新しい市道

を望む。中央部分の平屋

建物が防災研修棟。この

ほか、防災パーゴラ（普

段は日陰棚で有事には仮

設倉庫等に利用）やマン

ホールトイレなどを整備

します。左下は木戸川に

架かる木戸川下橋。

◀木戸川下橋から県道

方面。右が安来庁舎、

左が市民広場。普段は

公園として利用し、震

災時には一時的な避難

場所になります。

防
災
研
修
棟
⇓木

戸
川
下
橋
⇓

市
道
⇓

県道方面→

こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
来
庁
舎
へ
は
①

国
道
９
号
②
県
道
③
木
戸
川
下
橋
の

３
方
向
か
ら
の
出
入
り
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

月号19 2019


